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て
い
る
。
デ
ジ
タ
ル
変
革

(
D
X
)
の
推
進
に
よ

り
、
デ
ジ
タ
ル
化
さ
れ
た

大
謳
の
実
験
デ
ー
タ
の
分

析
か
ら
研
究
を
は
じ
め
、
な
ど
、
有
機
合
成
化
学
に
媒
が
設
計
で
き
る
よ
う
、
の
連
続
生
産
に
適
し
た
基
活
用
し
て
設
計
す
る
技
術
i

そ
れ
を
説
明
す
る
モ
デ
ル
大
き
な
進
歩
を
も
た
ら
研
究
者
の
知
識
を
取
り
込
質
、
反
応
条
件
、
触
媒
、
を
開
発
し
て
い
る
。
こ
れ
i

を
導
き
出
す
帰
納
的
な
デ
す
。

ん
だ
機
械
学
習
モ
デ
ル
構
精
製
法
、
反
応
器
モ
ジ
ュ
に
よ
り
、
従
来
の
研
究
者
i

ー
タ
駆
動
型
研
究
が主
流
築

法
を
開
発
し
て
い
る
。

ー
ル
な
ど
の
合
成
経
路
を
の
経
験
や
知
識
の
み
に
茎
~

A
I
で
経
路
設
計

と
な
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つ
つ
あ
る
。
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機
能
性
化
学
品

A
Iや
計
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づ
く
合
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経
路
設
計
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り
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チ
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は
、
膨
大
な
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で
は
、
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験

科
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報

経

路
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設

計
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可

能

に

な

i

が
研
究
者
の
経
験
や
勘
を
科
学
を
融
合
さ
せ
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来
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で
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ま
た
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研
究
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の
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極
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は
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究
効
率
を

有
機
合
成
化
学
の
研
究
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、
有
磯
合
成
研
い
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を
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ー
飛
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向
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さ
せ
る
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く
、
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究
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み
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先
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ど
）
工
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能
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産総研触媒化学融合
研究センターフロー
・デジタル駆動化学
チーム研究チーム長

矢田陽

（木
曜
日
に
掲
載
）

専門は有機合成化学、触媒化学で
あるが、産総研入所後にAIと出会
い、現在は化学とAIの融合領域を
開拓している。最近では実験自動化
・連続生産 ・バイオなど幅広い分野
に興味を持ち、それぞれの分野で新
たな研究ビジョンを掲げて仲間を獲
得し成果の最大化を目指して研究を
推進中。
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